
Volunteer

後援  社会福祉法人田辺市社会福祉協議会

主催 和歌山県、一般社団法人地域社会ライフプラン協会
共催  社会福祉法人和歌山県社会福祉協議会（和歌山県災害ボランティアセンター） 

※このセミナーは、自治宝くじの市町村振興事業として、一般財団法人全国市町村振興協会の助成金を活用して開催しています。

令和
元年度

災害ボランティア
セミナー

シニア

in和歌山

9:30 開場　10:00 開会・主催者挨拶　10:10 活動報告　10:30 実践講座　12:00 閉会
Program

2令和 年 月 日
開場 ／9:30   開会／10:00  

1 19 日

多目的ホール 田辺市上秋津2196－1

日時 会場

いつか来る「その時」のために

和歌山県災害ボランティアセンターの取組
活動報告

地震ITSUMO講座 ～被災者から学んだ生活防災術～
NPO 法人プラス ・ アーツ 小倉丈佳氏

災害ボランティアセンター 南出考氏

実践講座

参加無料
定員

100名
手話通訳有

田辺市立上秋津小学校



シニア災害ボランティアセミナー FAX申込書

和歌山県環境生活部県民局県民生活課 FAX: 073-433-1771

TEL: 073-441-2598

※個人情報の収集、利用については、本セミナーに係る
事務に必要な範囲内で利用させていただきます。

参加者氏名 所属 電話番号 メールアドレス

和歌山県は、南海トラフで発生する地震津波により、 大きな被害を繰り返し受けてきた県であり、 風水害においても平成23年９月
の紀伊半島大水害が記憶に新しいところです。
大規模災害に見舞われたとき、 ただちに復旧 ・復興にとりかかることが大変重要です。多くのボランティアの力により、 地域活力
が失われることなく、 これまで以上に地域の強い結びつきに支えられた社会として復興することが期待されます。
このような状況を踏まえて、特にシニア世代の方を中心に、災害ボランティアへの参加を考えてもらうため、被災地でのボランティ
ア活動や地域における防災・減災活動を支えるボランティアの役割を知ってもらうシニア災害ボランティアセミナーを開催します。

和歌山県環境生活部県民局県民生活課

※車いすスペース、要約筆記等を希望される場合は、県民生活
課までご連絡ください。

※気象状況により、やむを得ず中止することがあります。
　中止の際は、メールにてお知らせいたします。メールアドレスの

記載がない方には、電話にてご連絡をいたします。

2007年プラス・アーツ入社。主に東日本エリア
の地域・自治体・企業と協働し、防災に関する
イベントや講座などの啓発事業を展開するほか、幼稚園・小学校
向け教材の開発、企業の社員向け防災啓発プロジェクトの企画、
スポーツと防災を融合させたコンテンツの企画制作・普及活動、
ノベルティの企画制作など、幅広い事業を手掛けている。

NPO 法人プラス ・ アーツ東京事務所長
小倉丈佳 （おぐらたけよし）

FAX: 073-433-1771
Ｅメール：e0313001@pref.wakayama.lg.jp
FAXは下記フォームにご記入の上、お申し込みください。

in 和歌山

紀伊田辺駅→龍神バス(龍神線)
上秋津バス停下車 徒歩6分

公共交通機関で
ご来場のお客様

南紀田辺ICから約8分

お車でご来場のお客様

阪神 ・ 淡路大震災や東日本大震災の被災者への聞き取り調査から学んだ“被災
地で本当に役立つ防災の技や知識”を、 実技を交えて分かりやすくレクチャーしま
す。 帰ってすぐにできる家具転倒防止対策や、 あまり知られていない防災グッズの
最新事情など、 皆さんの自助力を高める知恵が満載の実践型講座です。

●NPO法人プラス ・ アーツ
阪神 ・ 淡路大震災をきっかけに、 「防災の日常化」 をテーマに掲
げて活動しているNPO法人。 被災者から学んだ震災の教訓をも
とに、 楽しみながら学べる防災イベントや講座の開発、 防災グッ
ズや防災備蓄品の監修など、 市民目線の防災に取り組む。 全国
の地域 ・ 自治体と協働する他、 東京ガス株式会社や株式会社
良品計画など企業の防災アドバイザーも務める。 『第14回防災
まちづくり大賞消防科学総合センター理事長賞』、 『第１回まちづ
くり法人国土交通大臣賞 【まちの安全 ・ 快適化部門】』 受賞。

～被災者から学んだ生活防災術～

●暮らしの備えにつながる講座メニュー
□すぐにできる家具転倒防止
□在宅避難生活のために常備しておくべき

防災グッズ１０品目
□日常の中でできる食の備え
□災害時のトイレ事情と備え

開催趣旨

今年度、和歌山県社会福祉協議会 ・県災害ボランティアセンターでは、協力団体と連携し、台風１９号により甚大な被害が発生
した栃木市、長野市への被災者支援を目的として、 ボランティア活動を行うため第８便までボランティアバスを運行しました。
県社会福祉協議会職員として、 参加者募集業務を行いつつ、何度も同行し、 ボランティア活動にリーダーとして参加した南出考
氏に、経験を基にしたボランティアの更なる大切さを報告いただきます。

活動報告

実践講座

参加申込 交通アクセス

講師プロフィール

JA紀南

宝満寺

国道42号線

上秋津小学校
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